
 
 

「農林水産研究開発レポート」の平成 14 年度テーマ（案） 

平成 14 年 3 月 

技術政策課 

 

次年度テーマについては、昨今の行政ニーズが特に高く、政策的色彩の濃い研究課題を選定

するとの考え方に立ち、以下の案としてはどうか。 

 

平成 14 年度テーマ（案） 

技術会議への報

告時期 

テーマ 記載内容例 

第１四半期 

（１４年６月） 

機能性食品の開発 ・ 食品素材の品質特性解明 

・ 食品素材，微生物・酵素の高度利用

技術 

第２四半期 

（１４年９月） 
バイオマスエネルギー利用技術

の開発 

・ 農林系廃棄物のエネルギー変換技術

等 

第３四半期 

（１４年１２月） 
遺伝子組換え作物の安全性評

価とＰＡの取り組み 

・ 環境・生態系への影響評価 

・ 国民理解増進に向けた取組等 

第４四半期 

（１５年３月） 
  

注１：情勢変化等によりテーマの変更はあり得る。 

２：刊行時期は、技術会議への報告の翌月を基本とする。 

３：第４四半期のテーマについては、上半期の動向等も踏まえ、第３四半期以降に決定する。 
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（参考） 

平成 13 年度における「農林水産研究開発レポート」の取組実績 

 

１．平成 13 年度刊行実績 

 

刊行時期 テーマ 

第２四半期 

（13 年 10 月） 

『麦の高品質化を目指して』 

第３四半期 

（14 年 1 月） 

『イネゲノム情報を読む』 

第４四半期 

（14 年 4 月（予定）） 

『家畜排せつ物処理・利用技術の高度化（仮題）』 

 

 

２．公表・広報 

 

○全国の行政機関、試験研究機関、大学、農業高校、図書館、民間団体、消費者団体等に

約５千部を配布（第２号から配布先を拡大） 

 

○農林水産技術会議ホームページに全文を掲載 

 

○刊行前にプレスリリースを実施 

 

○他の刊行物にレポートに関する PR記事を掲載 

・月刊技術会議 

・農林水産省メールマガジン 

 

○メール、FAX、郵便等による意見・感想を継続的に募集中 

 



 


